
書名 出版年 著者年齢 平均寿命 備考：解説もしくは印象に残ったフレーズ

五月巡歴 1977年 35歳 メーデー（人民広場）事件を主題とした黒井の代表作の一つ

たまらん坂 1988年 56歳 武蔵野短編集。その中の「のびどめ用水」では小平周辺の風景が描写されている

カーテンコール 1994年 62歳 読売文学賞。劇作家と若い女優の恋物語

羽根と翼 2001年 69歳 毎日芸術賞。『五月巡歴』の続編のような作品。過去を引きずる男の奇譚

一日　夢の柵 2006年 74歳

黒井千次は吉田健一と共に時間について深く考えさせる屈指の現代作家だ。黒井の時間

は歴史に接することによって時間なのだ。黒井は『一日夢の柵』以降、一貫して老いを

語りはじめた。それは時間にじかに触ろうという文体であり、若々しい（三浦雅士）

老いのかたち 2010年 73～77歳 82.8歳

中公新書。「しばしば意識するのは、こちらの現在年齢と、同じ齢であった当時の父の

姿との違いだった。どうみても相手の方に貫禄が宿っていると思われた」「若さや体力

ばかりが尊重され、歳にふさわしい生のかたちが見失われようとしている」

高く手を振る日 2010年 78歳 妻に先立たれた。ほのかな恋物語。キーワードは「行き止まり」、そしてその打開。

老いの味わい 2014年 78～82歳 83.6歳

中公新書。「身辺に棲みついてしまった物の整理は、まことに困難…使うことがなく

なったからといって簡単には捨てられてない」「一日を振り返ってかな、と後味が悪い

気分を噛みしめることがある」「次第に何もかもが億劫になっていく」

流砂 2018年 86歳
「真に我を知らんがため人生の目的を知るために我と人との比較の必要を感じ、自然と

眼は横の人生即ち社会に転ずる。ここに社会観が始る」

老いのゆくえ 2019年 82～87歳 84.3歳

中公新書。「朝起きてベッドから足を下ろし、靴下を穿こうとする。それがさほど簡単

ではない」「済し崩しのようにして次第に身体の自由が失われていくのは、そしてある

時、突然そのことに気づくのは、更に不愉快である」

枝の家 2021年 89歳 老境に入った著者の短編集

老いの深み 2024年 87～91歳 84.4歳 中公新書。


